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４年生『篠山市学力状況調査』の結果について 

 

 ４月１７日に実施しました「篠山市学力状況調査」の結果を報告します。４年生全体としては、国語・

理科は目標値を上回りおおむね良い結果でした。算数は、目標値、篠山市の平均値に近い結果でした。学

力の定着状況をご理解いただき、学習習慣の改善や学校の教育活動に対して支援をお願いします。 

 

                正答率（％） 

問題内容（問題数） 

４ 年 

目標値 本校 

国語 〇成果 作文（４問） ６３ △７３ 

●課題 物語の内ようを読み取る（３問） ７０ ▼６０ 

算数 〇成果 たし算・ひき算（２問） ７５ △８４ 

●課題 長さ・重さ（４問） ７１ ▼６１ 

理科 〇成果 身近なしぜんのかんさつ（３問） ８１ △９４ 

●課題 物の重さ（３問） ５１ ▼４６ 

 ※目標値は、学習内容に対して正答できることを期待した児童の割合（点数）です。 

 

＜4 年国語＞  

〇成果……作文 

 ３年生の学力状況調査でもよかった「作文」が、今回も正答率が高く、問題にあった条件や字数制限

に合わせて書けていました。作文の課題が身近なもの（学年間の交流を深めるための遊びを選び、それ

を選んだ理由を考える）であったため、取り組みやすかったようですが、無解答の児童が少ないという

結果を見ると、授業で条件のある文章を作る活動を取り入れてきた結果だと考えられます。 

●課題……物語の内ようを読み取る 

「物語の内ようを読み取る（３問）」の正答率は、60.2％（目標値 70％）でした。特に誤答が多かっ

たのが 4 の問題「（２）心配する春（妹）とありますが、春が心配しているのはなぜですか。」と、物語

に出てくる「登場人物の気持ちを読み取る」問題でした。文中の「①ぼくは、その場にしゃがみこんで

いた。」とあり、「２」が正解なのですが、そのあとの「②ふるえていた足に、」という言葉を受けて「４」

を選ぶ児童が多数いました。この結果から、複数の登場人物が何を見たり、考えたりしているのか、そ

れぞれ正確に読み取っていけるような手立てを、今後の授業の中で工夫していきます。 
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（２）の正答率は、 

岡野小が４４．４％、 

目標値が６０．０％  

でした。 

① 

② 



＜４年算数＞ 

〇成果……たし算・ひき算 

 「たし算・ひき算（２問）」の正答率は 84.7％（目標値 75.0％）でした。３回繰り上がりのあるたし

算、そして「１０３７－４６８」のような、大きい位からどんどん繰り下がっていくようなひき算でも

正しく計算ができていました。きちんと筆算の仕方が定着していることがわかります。 

●課題……長さ・重さ 

「長さ・重さ（４問）」の正答率は 61.8％で、目標値 71.3％を大きく下回りました。下記の問題⑨の

（２）では、文章を読んで、「行き」と「帰り」、それぞれの道のりの合計を計算し、その２つをくらべ

て答えを導き出します。正答は３「行きの道のりのほうが１００m 長い。」になり、これを選んだ児童

は 41.7％で、一番多かった誤答は２「帰りの道のりのほうが１０ｍ長い。」で、27.8％の児童が選んで

いました。この問題を解くためには、問題文と図の両方を見ながら、内容を理解しなければなりませ

ん。授業で、文章と図を連携させていくような学習を、さらに取り入れていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家から図書館への道のり 

〔行き〕 

家→公園 ＋ 公園→  

７００ｍ ＋ ５００ｍ ＝１２００ｍ 

〔帰り〕 

→ ＋ 学校→家 

３００ｍ  ＋ ８００ｍ  ＝１１００ｍ 

 

よって、 

「３ 行きの道のりのほうが 100m長い。」 

となります。 

（２）の正答率は、 

岡野小が４１．７％、 

目標値が６０．０％でした。 

課題のある問題 

 



＜4 年理科＞ 

〇成果……身近なしぜんのかんさつ 

 「身近なしぜんのかんさつ（３問）」の正答率は 94.4％、目標値の 81.7％を大きく上回る結果となり

ました。野外観察に出るときの適切な服装や、危険な生き物（スズメバチ）に対する適切な対応など、

生き物に対する知識だけでなく、自然観察するときの注意事項について正しく理解できています。実

際に自然観察したときの経験や、授業で習ったことを確実に習得できていることがわかります。 

●課題……物の重さ 

「物の重さ（３問）」の正答率は、46.3％（目標値 51.7％）でした。 

特に誤答が多かったのが、以下の１０の問題（３）でした。この問題では、同じ体積でも物質の種類

（ここではアルミニウムと鉄）によって重さが違うことを理解しているか、が問われています。この問

題を解いていくためには、問題文と四角で囲んである会話文の両方を読み、重さをはかるための趣旨

を理解しなければなりません。 

さらに「３つあるものの中から、1 つの異質なものを見分けるために重さをはかる」といった、論理

的思考が必要になります。今後はより一層、学習の目的（ねらい）を明確にするとともに、「なぜそう

なるのか」を考えたり話し合ったりする活動を大切にしながら、授業を進めていこうと考えています。  

 

 

 

 

 

 

 

課題のある問題 

 

右の ３つのふくろのうち、 

２つはアルミニウムの缶、 

１つは鉄の缶が 入っています。 

 

「まきさん」の会話文 

「見た目だけではわからない」、 

つまり、物（缶）の大きさが同じです。 

しかし、「重さをはかってみればいいね」 

つまり、重さでちがいがわかる 

→重さがちがう ことがいえます。 

 

よって、 

「4 物の大きさが同じでも、 

重さがちがうから」 

が正解となります。 

 

（３）の正答率は、 

岡野小が４７．２％、 

目標値が６１．４％でした。 

 


